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program

指揮： 原田慶太楼
Conductor: HARADA Keitaro

ヴァ イ オリ ン： 辻󠄀彩奈
Violin: TSUJI Ayana

 コ ンサート マスタ ー： 扇谷泰朋［ 日本フ ィ ル・ ソ ロ・ コ ンサート マスタ ー］

Concertmaster: OGITANI Yasutomo, JPO Solo Concertmaster

ソ ロ・ チェ ロ： 門脇大樹［ 日本フ ィ ル・ ソ ロ・ チェ ロ］

Solo Violoncello: KADOWAKI Hiroki, JPO Solo Violoncello

表紙作品提供

埼玉県立新座総合技術高等学校 デザイン専攻科　 田波　 美柚

作品名「 音色」　

作者コ メ ント 「 演奏によっ て人から 人へ伝わる心の温かさ をデザインし まし た。

下から 上に向かっ て気持ちが昂る様子をデザイ ンに取り 入れまし た。」

第 145 回さ いたま 定期演奏会　 日本フ ィ ルハーモニー交響楽団

主催

公益財団法人埼玉県産業文化センタ ー／さ いたま市／公益財団法人日本フ ィ ルハーモニー交響楽団

後援

埼玉県／埼玉県教育委員会／さ いたま市教育委員会／埼玉県吹奏楽連盟

協賛

株式会社タ ムロン

▶ 全てのプロ グラ ムが終了し た時写真撮影
が可能になり まし た。 撮影はスマート フォン・

携帯電話のみ、 自席にご着席のまま行い、 動
画の撮影はご遠慮く ださい。 是非、 コンサー

ト の感動を多く の方と 分かち合っていただけ
ればと 存じ ます。（ Ｓ ＮＳ 等への投稿の際は、

＃ソニックシティ の追加をお願いします）

【 アンケート のお願い】 今後のソニッ クシティ 主催公演の参考のため、アンケー

ト への協力をお願いいたし ます。 アンケート にお答えいただきま

し た方の中から 抽選で３ 名様に本日の出演者・ 原田慶太楼氏、 辻

彩奈氏のサイン色紙をお送り いたし ます。 右の二次元コ ード より 、

スマート フォン・ タ ブレッ ト からお答えく ださ い。（ 所要時間約５ 分）

ヒグド ン

ファンファ ーレ・ リト ミ コ［ 日本初演］ （ 約6 分）
Jennifer HIGDON: Fanfare Ritmico (Japan Premiere)

モーツァルト

ヴァイオリ ン協奏曲第4 番《 軍隊》 ニ長調 K .2 1 8 （ 約2 3 分）
Wolfgang Amadeus MOZART: Concerto for Violin and Orchestra No.4 “Military” in D-major, K.218

～休憩(2 0 分) ～

ショ スタコーヴィ チ

交響曲第5 番 ニ短調 o p . 4 7（ 約5 0 分）

Dmitri SHOSTAKOVICH: Symphony No.5 in D-minor, op.47
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profi le
指　 揮：  原田慶太楼

ヴァ イ オリ ン：  辻󠄀 彩奈

　 東京交響楽団正指揮者、 愛知室内オーケスト ラ 首席客演指揮

者兼アーティ スティ ッ ク・ パート ナー。アメ リ カではシンシナティ

交響楽団およびシンシナティ・ ポッ プス･オーケスト ラ 、アリ ゾナ・

オペラ 、 リ ッ チモンド 交響楽団のアソ シエイト ･コ ンダク タ ーを

経て、 2020年シーズンから ジョ ージア州サヴァ ンナ・ フィ ルハー

モニッ ク 音楽＆芸術監督であり 、 25年7月から オハイ オ州デイト

ン・ フィ ルハーモニッ ク 管弦楽団音楽・ 芸術監督にも 就任する 、

日米欧を中心に目覚し い活躍を続ける 期待の俊英。 オペラ でも

アリ ゾナ、 ノ ースカロラ イナ、 シンシナティ 、 ブルガリ ア国立歌

劇場等で席巻。 10年タングルウッド 音楽祭で小澤征爾フェロ ー

賞、 13年ブルーノ ・ ワルタ ー指揮者プレビュ ー賞、 米国ショ ルティ 財団のキャリ ア支援賞６ 度に加

え、 23年には日本人初と なるト ッ プのコンダク タ ー賞を受賞。 09年キャッ ソ ルト ン・ フェ スティ バ

ルにロリ ン・ マゼール、 11年PMFにはファ ビオ・ ルイ ジから 招待を受けて参加。 第29回渡邉曉雄

音楽基金音楽賞、 第20回齋藤秀雄メ モリ アル基金賞受賞。

オフィ シャル・ ホームページ：  kharada.com  / @KHconductor

　 1997年岐阜県生まれ。東京音楽大学卒業。2016年モント リ オー

ル国際音楽コンク ール第1位、 併せて5つの特別賞を受賞。 11歳

にて名古屋フィ ルハーモニー交響楽団と 共演。 こ れまでに、 モ

ント リ オール交響楽団、 スイス・ ロ マンド 管弦楽団、 ト ゥ ールー

ズ・ キャピト ル管弦楽団、 NHK交響楽団、 読売日本交響楽団、

東京交響楽団、 東京都交響楽団、 東京フィ ルハーモニー交響楽

団、 日本フィ ルハーモニー交響楽団、 大阪フィ ルハーモニー交

響楽団、 広島交響楽団、 九州交響楽団などと 共演し ている 。

2017年「 岐阜県芸術文化奨励」、 2018年「 第28回出光音楽賞」、

2023年「 第24回ホテルオーク ラ 音楽賞」 を受賞。 ヴァ イ オリ ン

を小林健次、矢口十詩子、中澤きみ子、小栗まち絵、原田幸一郎、レジス・ パスキエの各氏に師事。

2020年、 自ら が権代敦彦に委嘱し た「 Post Festum 」 を世界初演。 コ ロ ナ禍にあって国内公演の

代役で幅広く 活躍し たこ と は、レパート リ ーを広く 拡充すると 共に、経験を深く 積むこ と につながっ

た。 2024年2月、 愛知室内オーケスト ラ にて「 権代敦彦： 時と 永遠を結ぶ絃～ヴァ イ オリ ンと オー

ケスト ラ のための」 を世界初演し ている 。 使用楽器は、 NPO法人イ エロ ーエンジェ ルより 貸与の

Joannes Baptista Guadagnini 1748である 。

© M ASATO SHI YAM ASHIRO
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本公演について、原田慶太楼さんよりメッセージを頂戴しております。 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

自分は日本で指揮をする時になるべく日本で演奏されない作曲家を紹介
していきたいと考えています。 

その想いから今回はアメリカの女性作曲家 JENNIFER HIGDON を紹介
させていただきました。 

彼女は 2010 Pulitzer Prize for Music 受賞、そして３回も Grammy Award 
for Best Contemporary Classical Composition 受賞しています。 

Fanfare Ritmico は人生のリズム、スピード、テンポ感を祝う音楽。今の
ファストペース(fast pace)な時代、スマートフォンの時代、昔想像できなか
った『今』を音楽で表現しています。 
 

この『今』という作曲をすごく感じとられるのが SHOSTAKOVICH 交
響曲 5 番。 

自分がこの先作曲家として生きていけるのか、生きていけないのか、そ
のターニングポイントを明確に表してる音楽です。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
 
 
 
 

WEB 版プログラム限定公開 2024.09.13 



program notes

　 ヒ グド ンは、 現在のアメ リ カを代表する 作曲家の１ 人。 そんな彼女が、 サンフランシスコを拠点にかつて存在

し ていた「 アメ リ カン・ ウィ メ ンズ・ オーケスト ラ 」 が企画する 「 ファンファ ーレ・ プロジェクト 」 の一環と し て

作り 、 2000年に初演さ れたのが『 ファンファーレ・ リ ト ミ コ 』 である。

　 タイト ルの一部である「 リ ト ミ コ」 と いう 言葉に見ら れるよう に、 多彩な打楽器と と もにオーケスト ラ が繰り 広

げるめく るめく リ ズムが特徴と なっている 。 と 同時に「 ファンファ ーレ」 の名称の通り 、 金管楽器をはじ めと する

華やかな響きにも 事欠かない。 ヒ グド ン自身、 こ の曲について次のよう に述べている 。「 新たなミ レニアムを迎え

る 前夜にこ の作品を書きながら 、 時が進むにつれてすべての物事がいかにスピード 化の一途をたどって来たかを

私は思い起こし ている。（ …） こ のファンファ ーレは、 人間と 機械のリ ズミ カルな動きと 、 新世紀における 私たち

の存在のあら ゆる瞬間に生じ るエネルギーを讃えるも のに他ならない。」

■プロフ ィ ール■ ジェ ニフ ァ ー・ ヒ グド ン（ 19 6 2 -） は、 現代ク ラ シッ ク 音楽界で最も 高く 評価さ れているアメ リ カ 人作曲家

のひと り 。 ヴァ イ オリ ン協奏曲で 2 0 1 0 年ピュ ーリ ッ ツァ ー音楽賞、 打楽器協奏曲で 2 0 1 0 年グラ ミ ー賞、 ヴィ オラ 協奏曲で

2 0 18 年グラ ミ ー賞、 ハープ協奏曲で 2 0 2 0 年グラミ ー賞を受賞。 2 0 1 8 年、 ヒ グド ンは、 作曲分野に多大な影響を与え卓越し

た業績を持つ現代ク ラ シッ ク 作曲家に贈ら れる、 権威あるネマーズ賞を受賞し ている。 最近では、 アメ リ カ 芸術文学アカ デミ ー

の殿堂入り を果たし た。 ヒ グド ンの作品は年間数百回演奏さ れ、7 0 枚以上の CD に録音さ れている。 中でも「 ブルー・ カテド ラ ル」

は現在最も 演奏さ れている現代管弦楽作品であり 、世界中で 8 0 0 回以上演奏さ れている。最初のオペラ《 コ ールド・ マウンテン》は、

インタ ーナショ ナル・ オペラ・ アワード の最優秀ワールド ・ プレミ ア賞を受賞し 、 録音はグラ ミ ー賞 2 部門にノ ミ ネート さ れた。

彼女の作品は Law d on Press から 独占的に出版さ れている。

モーツァ ルト   ヴァイオリン協奏曲第4 番《 軍隊》 ニ長調 K .2 18

　 モーツァ ルト （ 1756-91） は10歳台後半を迎えていた1773年から 75年にかけて、 5つのヴァイオリ ン協奏曲を集

中的に作っている 。 当時の彼は、 故ザルツブルク の宮廷楽団で首席ヴァイオリ ン奏者と し て仕えていた。 またそ

う し たこと から 、おそらく は宮廷でおこ なわれる 演奏会のために、ヴァイオリ ン協奏曲を書く 必要があったのだろう 。

　『 ヴァ イオリ ン協奏曲第4番』 は、 1775年の作品。 時折「 軍隊」 と いう 愛称で呼ばれること も ある が、 こ れは第1

楽章の冒頭にオーケスト ラの演奏するリ ズムが軍隊の行進に似ており 、 やがてそれがファンファ ーレを彷彿さ せる

輝かし い盛り 上がり に至るためである。 全体は3つの楽章から 成り 、 第2楽章は独奏ヴァ イオリ ンを中心に纏
てんめん

綿と

し た優雅な旋律が歌い上げられるゆったり と し た楽章、 第3楽章は全曲中はじ めて独奏ヴァ イオリ ンの演奏にオー

ケスト ラ が応えると いう 始まり 方で、 序奏と 軽快な主部から 構成さ れている 。 コンサート マスターがオーケスト ラ

を引っ張り ながら 独奏ヴァイオリ ンを奏でる…、 そんな当時の演奏スタイルを彷彿さ せる内容だ。

ショ スタ コーヴィ チ  交響曲第5 番 ニ短調 o p . 4 7

　 20世紀最大の作曲家の一人と いわれるショ スタコ ーヴィ チ（ 1906-75） は、 人生の大半をソ ヴィ エト 時代のロ

シアで過ごし 、 その中で作曲活動をおこ なった。 そんなソ ヴィ エト において「 交響曲」 と いう ジャ ンルは、 壮

大なオーケスト ラ の響き を用いて人民の士気を鼓舞すると いう こ と で、 政府の文化政策上の公的手段だった。

と いう わけでショ スタコ ーヴィ チも 生涯15曲の交響曲を作る が、 彼はその中に、 政府の思惑と は異なる 自ら の

思いのたけを表現し 、 戦争や政治体制の不条理を批判し つつ、 ソ ヴィ エト 体制下での生き 残り を図った。

　『 交響曲第5番』 は、 ソ ヴィ エト の支配者であったスタ ーリ ンの支配が猛威を振る っていた1937年の作品。 第

1楽章から 3楽章までの陰鬱な雰囲気が第4楽章で一気に開放さ れると こ ろから 、「 ベート ーヴェンの＜運命＞や

＜第九＞と 共通する 主題を持っている 」 と さ れ、「 革命」 と いう 呼称まで与えら れていた。 だが、 上記のよう な

屈折し た状況下で、 ショ スタコ ーヴィ チ自身が「 第4楽章の“歓喜”は強制さ れたも のだ」 と 語ったと する『 証言』

が出版さ れる など、 現在その解釈は実に様々に考え直さ れている 。

　 勇壮な音楽の中に差し 迫った悲劇の影が色濃い第1楽章、 民衆の踊り が一瞬のう ちにグロ テスク な死の舞踏

に変化する 第2楽章、苦悩と 鎮魂の想いが交差する 第3楽章、行進曲やファ ンファ ーレ風の華やかな響きの中に、

聴き 手に大きな謎を突き つける 第4楽章。 ショ スタコ ーヴィ チ自身は、 こ のク ラ イ マッ ク スにどのよ う な想いを

込めたのだろう か。

曲目解説： 小宮正安

ヒ グド ン  ファンファ ーレ・ リト ミ コ［ 日本初演］

　「 命」 時代と の闘いの中で迸
ほと ばし

る 生命力に浸る
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　元々は「 誇示する 」 と いう 意味合いだっ

た。本時の演奏会のプロ グラ ム を 貫く キー

ワ ード である「 フ ァ ン フ ァ ーレ 」 のこ と 。

　 フ ァ ン フ ァ ーレ と いう と 、 式典等の開始

に当たっ て、 ト ラ ン ペッ ト を はじ めと す

る 金管楽器が華々し く 演奏する 曲、 と い

う イ メ ージがあ る 。 と いう こ と は、 西洋

音楽の世界ではそれこ そ古代ロ ーマの昔

から 存在し ていたジャ ン ルのよ う に思い

たく なる が、 こ う し た概念を 表すのに

「 フ ァ ン フ ァ ーレ 」 と いう 言葉が初めて用

いら れたのは16世紀半ばのフ ラ ン ス だっ

た。

　 ちょ う ど こ のこ ろ のフ ラ ンス は、 フ ラ ン ス ・ ルネッ サン ス の立役者と も いえる フ ラ ン ソ ワ 1世

（ 1494-1547） の治世の終わり こ ろ 。 ヨ ーロ ッ パが大き く 変化し てゆく 動乱の世を生き ながら 、 フ

ラ ン ス を 一位二位を 争う ヨ ーロ ッ パの強国にし ていっ た君主である 。 特に彼は、 ヨ ーロ ッ パにお

ける 地政学上の鍵と も いえる イ タ リ アに何度も 軍隊を 進めたが、 こ の地の豊かな芸術に感銘を 受

け、 ダ・ ヴ ィ ン チ（ 1452‐ 1519） を フ ラ ン ス に招いたほど 。 し かも こ の時ダ・ ヴ ィ ン チは、 制作

中の『 モナ・ リ ザ』 を 携えてフ ラ ン ス を 訪れ、 こ の地でこ の作品を 完成さ せた。

　 それも こ れも 、 フ ラ ン ソ ワ 1世が単なる アート 好き だっ たから ではない。 彼にと っ てフ ラ ン ス

を 名実と も に輝ける 国にする にあたっては、 文化力が必要だっ た。 と いう のも ヨ ーロ ッ パには古

来、 文化力があ ってこ そ一流の君主、 一流の国家と いう 考え方があ っ たから である 。 ま ただから

こ そ彼は、 いわゆる 造形芸術のみなら ず音楽芸術の振興にも 力を 注ぎ、 ま たそう し た文化政策の

中で「 フ ァ ン フ ァ ーレ 」 と いう 言葉も 登場し たのだろ う 。

　 そんなフ ラ ン ソ ワ 1世が、 いかに文化政策に力を入れていたと いう 証は、 現在でも フ ラ ンス の

様々なと こ ろ に残さ れている 。 と り わけ、 ロ ワ ール渓谷に姿を と ど める シャ ン ボール城は典型的

な存在だ。 敬愛する ダ・ ヴ ィ ン チの死後に建て始めら れ、 王が亡く なる ま で建設が続けら れた古

城であり 、 イ タ リ ア・ ルネサン ス の影響を 強く 受けた鋭利で精巧な屋根を 特徴と する 、 造形芸術

の極致に他なら ない。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 文章： 小宮正安

〈 アート 〉と 音楽　
その❸

　 埼玉県立新座総合技術高校の生徒がデザインする表紙が、 演奏会のプロ

グラ ム表紙を 飾る「 日本フ ィ ルさ いたま定期演奏会」。 プロ グラ ムの他に

ロビーを 彩る＜アート ＞が本公演初公開 !

　 2 0 2 4 シリ ーズのコ ラ ムでは、 造形芸術と 音楽と の関係についてご紹介

いたし ます。

column

1 8 世紀後半のシャ ンボール城。 フ ラ ンソ ワ・ アント ワーヌ・ アヴェ

リ ーヌ 原画

「 フ ァ ンフ ァ ーレ 」 と 「 アート 」
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第 145 回さ いたま定期演奏会に寄せて

　 こ の度は第 145 回さ いたま 定期演奏会の開催を心より お慶び申し 上げます。

　 今回、 ステージ左側には樹齢約 120 年の五葉松（ ゴヨ ウ マツ ） を展示さ せて頂き まし た。

五葉松は古く から 縁起の良い木と し て親し ま れてき た日本固有種の樹木でございま す。 本

作は株立ちと いう 、 一つの株から 複数の幹が伸びる 樹形に仕立てたも ので、 三本の幹が織

り なす盆上の風景には、 優美な空間と 時間の流れを感じ る こ と ができます。

　 右側には、 樹齢約 50 年の紅葉（ モミ ジ ) を展示さ せて頂き まし た。 本作は紅葉を主木と

し た、「 彩花盆栽」 と 呼ばれる 作品になり ます。 彩花盆栽と は「 一盆一樹」 の伝統盆栽に対

し て、 草花や砂を用いて野道や川辺の景色等を写実的に表現する 、 盆栽清香園が生み出し

た寄せ植え盆栽の表現技法でございま す。 主木のモミ ジが青々と し 涼し 気な印象を与える

なか、 足元ではサンザシ、 コ ガネシダ、 アセビ、 セキショ ウ と いった草木が共存し ており 、

閑静と し た森の風景を想起さ せてく れます。

　 オーケスト ラ の演奏と 、 盆栽の景色の調和をお楽し みいただけまし たら 幸甚に存じ ま す。

盆栽清香園　 山田寅幸
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会場： ソニック シティ
       大ホール

■ チケット 価格（ 単独券） 「 第九」、「 バレエ」 公演の価格は通常公演と は異なります。

S： 6,000 円　 A： 4,500 円　 B： 3,500 円　Y s（ 19 歳以下）： 2,000 円（ 11.9/2025 1.11）

S： 7,000 円　 A： 5,500 円　 B： 4,000 円　Y s（ 19 歳以下）： 2,000 円（ 12.13/2025 3.15）

ホールメ ンバーズ、 チョ イス券など、 各種割引あり 。

日本フ ィ ルハーモニー交響楽団   

第 147 回さ いたま 定期演奏会

2025 1.11SA T

指揮： 沼尻竜典　 ヴァ イオリ ン： 三浦文彰
曲目： ブラ ームス／ヴァ イオリ ン協奏曲

ド ヴォルジャ ーク ／交響曲第９ 番「 新世界より 」 

© RYO ICHI ARATAN I  © Yu j i Ho ri

公演 詳 細

日本フ ィ ルハーモニー交響楽団   

第 148 回さ いたま 定期演奏会

2025  3.15 SAT

指揮： 梅田俊明　 バレエ： 牧阿佐美バレヱ団
曲目： プロコフィ エフ／バレエ「 ロミ オと ジュリ エット 」

ソ ニッ ク シティ 特別版

公演 詳 細

© K.M IU RA

日本フ ィ ルハーモニー交響楽団   

第146 回さ いたま 定期演奏会

2024 11.9 SA T

指揮： 小林研一郎［ 桂冠名誉指揮者］　 ピアノ ： 小山実稚恵
　 　 　 曲目： ラフマニノ フ／ピアノ 協奏曲第２ 番   

リ ムスキー＝コ ルサコフ／交響組曲「 シェヘラ ザード 」

© M ICHIKO  YAM AM O TO  

公演 詳 細

© HID EAKI O TSU KA

© N AO YA  YAM AG U CHI 

公演 詳 細

© YO SHIN O BU FU KAYA  aura

日本フ ィ ルハーモニー交響楽団   

第九演奏会 2024

2024 12.13 FRI

指揮： 下野竜也　
ソ プラノ ： 冨平安希子　 アルト ： 小泉詠子　 テノ ール： 糸賀修平

バリ ト ン： 宮本益光　 合唱： 埼玉第九合唱団
曲目： ニコラ イ／歌劇「 ウィ ンザーの陽気な女房たち」 序曲

ベート ーヴェン／交響曲第 9 番「 合唱」

2 0 2 4 年12 月7 日（ 土） 開場14 時　開演15 時

会場： ソ ニッ ク シティ   大ホール

開場13 時　開演14 時

開場18 時　開演19 時

開場13 時　開演14 時

開場13 時 20 分　開演14 時

特製プログラ ム付　 プラ チナ： 9 ,000 円　 ペアチケッ ト 17 ,00 0 円（ 全席指定）

                           S： 7 ,5 00 円　 ペアチケッ ト 1 4 ,000 円（ 全席指定）

［ お問い合わせ・ お申込み］ 0 4 8-6 47 -7 7 2 2 （ 平日 9 時 ～ 1 7 時 )
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シリーズ

Sonic City
Dance

ソニックダンスステージ 2025

社会人のための
ダンスワークショップ

ダンスフリースタイル2024

７月４日（木）～

８月２４日（土）

２月１日（土）
２０２５年

˟ ʴ ỉ Ẻ Ờ ỉ ἒ ὅ Ἃ ὁ Ὂἁ Ἁ Ἱ ἕ Ἡᅈ
ᾆ உ Ἃ ἑ Ὂ Ἒ

   ᧓ ․ ․ ⊡ ․ ․ ‧ ‣உஉ・Ⅸ Ⅹ •… •

⅙ ⅙ ⅙ ‒ ‣ ≋ உμ …  ․ ≌

Ⅸ ・Ⅹ‒⇣ ⇱ ⇕ ⇝ ⇬ ⇉ ‒∐ ⇵ ⇛   ܴ◌◌⇩ ∞ ∑

    ᧓ ‣ ⊡ ․・Ⅸ Ⅹ •• •••

 ό„૰ ・Ⅸ Ⅹ •••

ˁ ʙ ˳ ѣ ↆ ↊↹ ↚ ⇁ ↭ ⇂ⅺ ⅺ≢

Sonic Dance Stage 2025
2025.2.1(sat)

High School × Live Music
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世界が 認めた 光学技 術
タ ムロ ン は、 あら ゆる 分野の光学製品を 開発・ 製造する 総合光学機器メ ーカーです。

その中でも 、 ミ ラ ーレ ス カ メ ラ ／デジ タ ル一眼レ フ カ メ ラ 用交換レ ン ズ は、 独創的な

仕様、 優れた描写力、 画期的なコ ン パク ト 設計、 操作性の良いデザイ ン によ り 、 世界中で

高く 評価さ れていま す。

私たちはこ れから も 、 独自の先端光学技術によ り 、 さ ま ざま な 事業分野における 製品を

通じ て 、 社会の感動と 安心を 創造し て ま いり ま す。

主な 取扱い製品

https://www.tamron.com/jp/
〒3 37-8 55 6  埼玉県さいたま市見沼区蓮沼13 8 5 番地

株式会社タムロン

ミ ラ ーレスカメ ラ用交換レンズ、一眼レフカメ ラ用交換レンズ、監視カメ ラ用レンズ、FA/マシンビジョ ン用レンズ、TV会議用レンズ、

カメラ モジュール、車載用レンズ、コンパクト デジタルカメ ラ 用レンズ、ビデオカメ ラ 用レンズ、ド ローン用レンズ、医療用レンズ　 他

https://www.tamron.com/jp/

